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五所　恵実子（国際交流室　講師）

カ（Yuan Chaoxia，袁 潮霞）さんとフ

ランスからの研究員マーグリット・ビエ

ニア（Marguerite Bienia）さんによる見

事な日本語のスピーチが行われ，また豪

華賞品付きの全員参加のゲームや職員

によるモーニング娘

の歌と踊りが会をさ

らに盛り上げた。最

後はスウェーデンか

らの留学生アンド

レアス・バリエス

トローム（Andreas 

Bergstrom）さんと

全員で坂本九の「上

を向いて歩こう」を

　2007 年 2 月 21 日（水）午後 6時か

らスカイレストランブルークレール精養

軒で理学系研究科・理学部の教職員と留

学生・外国人研究者との懇親会が開催さ

れ，留学生・客員研究員とその家族，教

職員，合わせて 44 名の参加者があっ

た。岩澤研究科長の英語による歓迎の挨

拶，平賀事務長の乾杯の音頭の後，料理

や飲み物を手に歓談が始められた。会な

かばに中国からの留学生エン・チョウ

しっとりと歌いあげた。会は西原国際交

流委員長の温かい閉会の挨拶で終了し，

アットホームな雰囲気の中，参加者は美

味しい料理と共に楽しい時間を過ごした。

理学系研究科・理学部教職員と理学系研究科・理学部教職員と
留学生・外国人研究者との懇親会留学生・外国人研究者との懇親会

エン（Yuan）さんによる日本語のスピーチ

ロゴマーク選定委員会

理学系研究科の公式文書，封筒，レター

ヘッドなどにこのマークが使われ，理学

部ニュースも 2007 年 5 月発行の次号

から表紙に，このロゴマークを使用しま

す。皆様どうぞ末永くご愛用ください。

　応募作品の中からロゴマークとは別

に，下の図案を，「サイエンスカフェ本

郷」（p.4 参照）用に，アレンジして採

　昨 2006 年 9 月に応募を締切ったロ

ゴマーク。50 名の方から合計 84 件も

応募があったことは，11 月号の紙上で

報告しました。その後は長らくお待たせ

しましたが，5回にわたる選定委員会の

作業と，2月の理学部教授会の議を経て，

めでたく上の案が採択されました。応募

者は物理学科 4年生です。東大全学の

ロゴマークと同じ青と金色を用い，青

い部分は理学部の「り」，金色の部分は

science の S を図案化しています。

　使い方は，ここに示したものの他に，

図案と和文，図案と英文，図案のみとい

う4パターンがあります。今後，理学部・

択させて頂きました。応募者は地球惑星

科学専攻修士課程 1年生です。

　以上の作業は，山本広報委員長の委嘱

を受けて，広報室職員（大島，勝見，加

藤，柴田）と，生物科学・井原，地球惑

星科学・田近，物理・牧島（責任者）の

三教員からなる，ロゴマーク選定委員会

が担当しました。

理学部ロゴマークが決まりました！理学部ロゴマークが決まりました！

理学部ロゴマーク

サイエンスカフェ本郷用の看板
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横山　広美（非常勤講師）
塩谷　光彦（化学専攻　教授）

「心」と「表現」「心」と「表現」
      -  -  理学と科学コミュニケー ション理学と科学コミュニケー ション

され， 2007年1月15日（月）， 16日（火）

の 2日間にわたって，外部の専門家に

よる科学コミュニケーションに関連す

る講義が行われた。

　本講義の目的は，研究に携わる者とし

てどのように社会に向き合っていくこ

とが必要なのかを，一人一人に主体的に

考えてもらうことだった。科学コミュニ

ケーションは単なるスキルではない。社

会の中の科学，あるいは研究者を取り巻

く問題に真摯に取り組んでこそ，コミュ

ニケーションをとる意味がある。

　そこで 15 日には，「心と科学コ

ミュニケーション」をテーマに，体

によいとされるマイナスイオンなど

科学を装う “ニセ科学” や，戦時研

究と研究者の関係，また，近年問題

になっている論文捏造について事例

を引きつつ学んだ。これを踏まえ， 

16 日は科学コミュニケーションと

は何かを確認し，さらに「表現と科

　理学系研究科は，「魅力ある大学院教

育」イニシアティブの「理学系大学院教

育先導プログラム」の一環として，新し

い理学系共通講義の開講に取り組んでき

た。「教育クラスター講義」「先端科学技

術特論」に加えて，このたび新たに「先

端理学コミュニケーション特論」が開講

1月 15日 ( 月 )
心と科学コミュニケーション
「ニセ科学」
　菊池　　誠（大阪大学教授）
「禁断の科学」
　池内　　了（総合研究大学院大学教授）
「科学者の不正行為」
　山崎　茂明（愛知淑徳大学教授）

1月 16日 ( 火 ) 
表現と科学コミュニケーション
「科学コミュニケーション概論」
　横山　広美（総合研究大学院大学上級研究員）
「映像の理論と実践」
　大森　康宏（民族学博物館教授）
「プレゼンテーションの理論と実践」
　小林　一郎（元NHK報道部/現アサヒカコー   
　　　　　　　　株式会社代表）

学コミュニケーション」をテーマに映像

とプレゼンテーションについてそれぞれ

の講師にお話をいただいた。

　ふだん，聞くことのないテーマだけに

理学系研究科からはもちろん，工学系や

人文系からも学生が集まり，授業中の

ディスカッションや実習では，講師と活

発に意見交換を行うなど活気ある授業が

展開された。

広報委員長　山本　智（物理学専攻　教授）

「高校生のためのサイエンス「高校生のためのサイエンス
カフェ本郷」開催されるカフェ本郷」開催される

れもたいへんレベルの高いもので，講演

者も驚いた様子だった。

　講演後は小柴ホール前のホワイエで5

テーブルに分けてのティータイム。1テー

ブルごとに大学院生2名が担当して，ケー

キを食べながら講演の内容やその他の科

学の話題に花を咲かせた。大学院生が，

自分の体験も交えて，理学の魅力を生き

生きと語ったのが，高校生にはたいへん

印象的に伝わったようだ。また，大学院

生にとっても，自分の研究を見つめなお

すよい機会になったと思う。弾む会話に，

予定していた1時間はあっという間に過

ぎ，「もっと話していたい」という声の

中，ティータイムは終了した。そ

の後，記念写真撮影，研究室見学（中

村研究室，西原研究室，佐野研究

室）と続き，最後に修了証と記念

写真を一人一人に手渡してお開き

となった。このカフェの模様はイ

ンターネットで放映された。

　去る2007年2月3日（土）の午後の

ひととき，第一回「高校生のためのサイエ

ンスカフェ本郷」が開催された。会場の小

柴ホールには42名の高校生が集まった。

　この取り組みは将来の理学を担う次世

代の開拓を視野に入れ，理学研究の面白

さと魅力を若手研究者が生き生きと伝え

ることを目的に，本年度よりスタートし

た。カフェでは，まず，岩澤研究科長の

挨拶に引き続き，化学専攻COE研究員の

大城敬人さんが「見えないものを観る―

自然をまねしたナノの手で，触って感じ

るDNA」というテーマで講演した。司会

をつとめたサイエンスライターの横山広

美さんの巧みなリードもあり，講演の間

にも高校生からの質問が相次いだ。いず

　最後に，一人の高校生3年生の女子生

徒がみんなの前で語った忘れられない言

葉を記す。「私はこの 4月から都内の大

学の文科系に進みます。だけど，本当は

科学が大好きなんです。このカフェには

科学の話を聞く最後の機会だと思ってき

ました。今日はとても楽しかったです。」

科学が好きな高校生はたくさんいる。そ

のような人たちに，夢と希望を与える企

画として，今後もこのサイエンスカフェ

を続けていきたいと思う。そして何年か

後，この企画がきっかけで理学部に来ま

したという学生が1人でも現れてくれれ

ば，望外の喜びではないだろうか。

講義風景： プレゼンテーションの理論と実践につい
て熱いメッセージを送る小林一郎氏

高校生と大学院生が語り合ったティータイム
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酒井　英行（物理学専攻　教授）

第６回理学系研究科諮問会が第６回理学系研究科諮問会が
開催される開催される

は活発な意見や質問が飛んだ。

　その後，開催された諮問会では，法人

化後の理学系研究科のおかれている現状，

男女共同参画，広報活動，学生支援室の

活動，理学系大学院教育先導プログラム，

環境安全管理室，技術委員会，准教授と

助教，グローバル COE プログラムなど

について理学系研究科から報告した。そ

れぞれのテーマについて活発な発言があ

り貴重なご意見をいただくことができた。

以下にそのいくつかを紹介する。

　広報活動については，理学部ニュース，

公開講演会，高校生のためのサイエンスカ

フェ本郷の開催，Visit東大理学部訪問プロ

グラムなどの理学系固有の努力が高く評価

された。しかし理学の意義をもっと社会に

ここ東大から発信すべきではないかとの苦

言も呈された。理学系大学院教育先導プロ

グラムの「教育クラスター講義（物質，宇

宙，生命，環境の4領域）」による専攻横

断型の教育プログラムの試みについても高

い評価をいただいた。なかでも環境につい

ては，いまだきちんとした学問体系（guiding 

principle）がない現状を踏まえ，このクラ

スター講義が契機となって，環境学を体系

的に記述する教科書の出版に至ってほしい

との要望もだされた。その一方で，先端理

学コミュニケーションの講義がカルチャー

センター的な内容にならないような心がま

　2007年 3月 1日（木）に，第 6回理

学系研究科諮問会が開催された。理学系

研究科では 2001年度から諮問会を設け，

各界の有識者に研究科の運営とあるべき

姿に関する意見をうかがっている。

　諮問会は茅幸二委員長（理化学研究所

中央研究所長），荒木浩委員（東京電力

顧問），久城育夫委員（東京大学名誉教

授），郷通子委員（お茶の水女子大学学

長），浜本育子委員（ルンド大学名誉教

授），尾関章委員（朝日新聞社論説委員）

で構成されている。今回，郷委員は都

合により欠席した。理学系研究科からは，

岩澤研究科長，酒井副研究科長，松浦副

研究科長，岡研究科長補佐，山本（智）

研究科長補佐，武田総長補佐，山本（正）

次期研究科長，および事務方から平賀事

務長，高橋副事務長が出席した。

　諮問会に先立ち，約 1時間にわたり，

理学部2号館地階にある生物科学専攻の

2つの研究室見学が行われた。はじめに，

久保教授から細胞生理化学研究室で行わ

れている，ミツバチ脳の中における行動

に関係した遺伝子の活性化メカニズム

の研究について簡単な紹介があり，その

後，高性能な実験器具の並んだ実験室や

居室を見て回った。実験室内に学生が同

居しているような部屋もあり，委員から

はその安全性についての危惧が指摘され

た。屋上で飼育されている研究用ミツバ

チは，残念ながら時間の関係で見学でき

なかった。続いて，寺島教授の研究室を

訪問した。寺島教授からは植物の葉の光

合成と光環境の関係などについて説明を

受けた。光合成において最初にCO2 固定

を行う酵素は，13CO2（大気中のCO2に1％

程度含まれる）よりも 12CO2 を好んで固

定する。葉の中ではこの酵素自身の環境

に 13CO2 を濃縮するとの説明に委員から

えが必要であるとのご指摘もいただいた。

　理学部2号館の見学はいろいろな意味

で諮問委員の先生方に強烈な印象を与え

たようである。諮問会でも再び話題となっ

た。建物の老朽化の凄まじさと廊下まで

所狭しと実験器具が溢れた状態に「タイ

ムスリップした感じをもつ持った」，「な

んと言ってよいか，絶句です」などの感

想が述べられた。しかし，このような劣

悪な環境にあっても，学生がそれを超然

として生き生きと研究に邁進している姿

をまのあたりし驚嘆もされた。理学系と

しても，防災上の観点からもこのような

研究環境を改善する努力がより一層なさ

れなければならないことを改めて感じた。

　諮問会自体のあり方についても貴重なご

意見をいただいた。それは委員の先生方に

前もって大きな問題については諮問してお

くなど運営方法を工夫したほうがよいので

はないか，というものであった。理学系研

究科の今後の創意工夫と努力が求められた。

　話題はしばしばわが国の学術行政のあ

り方，東京大学理学系研究科としての役

割，理学の存在意義にまでも広がり，あっ

という間に予定の時間になった。見学を

含めわずか4時間程度の短い時間ではあっ

たが，各委員からの貴重な意見は今後の

理学系研究科の運営と指針を考えていく

上で大きなプラスとなることを確信した。

諮問会の様子

生物科学専攻の研究室見学の様子。左：久保健雄教授による説明。右：寺島一郎教授による説明。


